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［第14回通常総会第2号議案別紙1］ 

 

一般社団法人プラズマ・核融合学会 

令和7 年度事業計画書 

自令和7（2025）年4月1日至令和8（2026）年3月31日 

 

［１］ 事業の概要 

１．学術集会、講演会等の開催による学術振興事業（定款第4条第1号） 

1. 第42回年会 

   日時：令和7（2025）年12月1日（月）～4日（木） 

   場所：場所：京都工芸繊維大学松ヶ崎キャンパス（京都市） 参加予定者数 700人 演題数 550件程度 

2. プラズマ・核融合若手フォーラム主催 第3回プラズマ・核融合若手夏の学校 

   日時：令和7（2025）年8月26日（火）〜29日（金） 

   場所：エスポールみやぎ（宮城県仙台市） 参加定員50人、講師9人程度 

 

２．学会誌、論文資料等の刊行・出版事業（定款第4条第2号） 

1. 「プラズマ・核融合学会誌」を次の通り発行する。 

   発行年月日：毎月25日  発行部数：毎号1,700部 

   今年度の刊行予定：令和7(2025)年4月～令和8（2026）年3月／12冊 

     第101巻第4号～第12号   第102巻第1号～第3号 

2. 英文論文誌Plasma and Fusion Researchを次の通り発行する。 

   Web上への掲載による電子出版を毎月行う。 

   今年度の発行予定：令和7(2025)年4月～令和8（2026）年3月／12冊 

     Volume 20 April 〜 December   Volume 21, January 〜 March 

3. 以下の資料の発行を行う。 

   （1）理事会において必要と認めた資料   

 

３．教育、研究助成等による人材育成・研究推進事業（定款第4条第3号） 

1. 専門委員会活動 

   （1） 「プラズマ医療科学に基づいたソフトマテリアルのプロセス、材料、計測・評価の進化」 池原譲主査 

   （2） 「新たなフェーズに入った核融合研究のための研究ネットワークの構築と強化」 坂本瑞樹主査 

   （3） 「核融合プラント実現に向けた安全教育の普及とその共有」 芦川直子主査 

2. 第23回高校生シンポジウム：「ファーストペンギン 〜飛び込もうサイエンス＆イノベーションの海へ〜」 

     日時：令和8(2026年1月31日（土） 

     場所：京都大学 国際科学イノベーション棟5F会議室（吉田キャンパス） 

 

４．その他本会の目的を達成するために必要な事業（定款第4条第4号） 

1. 九州・沖縄・山口支部 第29回支部大会  

     日時：令和7（2025）年12月（土）～16日（日） 

     場所：沖縄県開催予定 

州大学筑紫キャンパス(福岡県春日市) 
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2. 北海道地区研究連絡会 第29回北海道地区研究発表会 

     日時・場所：未定 

3. プラズマ・核融合学会学会賞 

     第33回論文賞、第30回技術進歩賞、第24回産業技術賞、第30回学術奨励賞（伊藤早苗特別賞）、第8回紅宝賞（伊 

    藤早苗特別賞）、第19回貢献賞、第4回学会活動奨励賞、第42回年会若手学会発表賞の選考・授与を行う。 

4. 以下の他、その他理事会で決定した会議・会合等の主催・共催・後援・協賛を行う。   

（1） 一般社団法人OPTICS & PHOTONICS International協議会主催 

OPTICS & PHOTONICS International Congress 2025 （OPIC2025） 

協賛 

  2025.4.21-25 パシフィコ横浜会議センター／横浜市  

（2） 日本表面真空学会主催 第60回真空技術基礎講習会 協賛 

  2025.5.20-23 大阪産業技術研究所 本部・和泉センター／和泉市  

（3） 静電気学会主催 2025年度静電気学会講習会 基礎編 空気清浄の全て！〜集塵、ガス浄化、感染対策

の原理、測定技術など〜 

協賛 

  2025.6.6 オンライン開催  

（4） 日本計算工学会、日本計算力学連合主催  

第4回安心・安全・環境に関する計算理工学国際会議（COMPSAFE2025） 

協賛 

  2025.7.1-4 神戸国際会議場／神戸市  

（5） 日本流体力学会 年会2025 協賛 

  2025.9.17-19 大阪公立大学 百舌鳥キャンパス／堺市  

（6） RXJapan（株）主催 核融合発電ワールド（FUSION POWER WORLD）25秋・関西 後援 

  2025.9.17-19 

 2025.11.19-21 

秋展：幕張メッセ／千葉市 

関西展：インテックス大阪／大阪市 

 

（7） 第46回ドライプロセス国際シンポジウム（DPS2025 協賛 

  2025.11.13-14 松山市子規記念博物館／松山市  

（8） 公益社団法人応用物理学会主催 ISPlasma2026／IC-PLANTS2026 共催 

  2026.3.2-6 名城大学／名古屋市  

 

５.学会活動の取り組み方針 

本学会は、プラズマに関連する広範な学術領域を共通基盤として、核融合エネルギーの実現を目指した研究活動を中核に、

宇宙プラズマ、材料科学、生命科学等の分野に拡がりを持つ、基礎研究から応用・開発研究にわたる幅広い研究活動を行う

プラズマ・核融合分野の研究者コミュニティである。本学会の使命として、会員間の交流を活性化して研究活動の促進を図

り、研究分野を発展させるとともに新しい研究分野の開拓を促し、また、次世代へ向けた人材育成を支援することが求めら

れている。加えて、今年度内閣府有識者会議で見直しが行われるフュージョンエネルギーの早期実現に向けた政府の取り組

みに貢献することも求められている。これらの活動を推進するために、以下の課題に積極的に取り組み、学会のさらなる発

展を目指す。 

 

1. 領域活動の活性化を通じた学会活動の活性化 

本学会では、研究分野を4つの領域（基礎、応用、核融合プラズマ、核融合炉工学）に分けて、専門性の高い学術交流

活動を行っている。各領域ごとに新規研究展開や発展に寄与すると共に、各領域がそれぞれ関連している他分野との連携

や領域間連携を通じて、学会内での学際的分野への展開を図り、新分野創成への発展を目指す。年会においても領域ごと、

また領域間で連携しながらシンポジウムや招待講演など企画充実を図る。年会企画においては、各領域の協力の下で産業

界からの参加を積極的に促進し、企業セミナー等の開催を行うとともに、研究者・学生と産業界が交流する場を設ける。

各領域の活動状況の発信と領域内の情報交流のために、領域活動のWebページの充実と領域メーリングリストの運用を図

る。 
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2. 学会誌及び欧文誌の充実 

学会誌に関しては、!"#の$題や会員の関%の高いト&'(スを取り)*るとともに、+,-.や/,0123をはじめ核融

合研究等のプ4ジ5(ト67ューや他分野の専門8に9る67ュー等の企画、また/:;<=>?@参加企業のA術のBCなど、

フュージョンエネルギー研究関連情報のDEやプラズマ基礎、応用分野との研究交流の促進にFめる。また、G文H文誌

I;.の運用についてはJK料やLMNOの見直しを行い、P際学術誌としてQR的な運用NOをSTすると共に、Uの高

い67ューH文やテーマH文等の企画、学会Vとの連携W化等を通じて、新規性、X創性の高いH文YZを目指し、P際

H文誌としての[\を高める取り組みをW化する。 

 

]. 情報発信のW化と人材育成のための取り組み 

 プラズマ・核融合研究に関する情報発信をW化し、プラズマ・核融合学会の^会的なプ6_ンスを高める。̀ に、本学

会として、aーbンニュートラル実現へ向けたプラズマ・核融合研究分野の研究活動のBCや、核融合有識者会議からの

Dcをdまえたフュージョンエネルギー実現への展eなど、本学会からも政府や^会に広fg&ールするとともに、それ

に関連した、産業界もhめた情報交iのj会を創kし、広f^会にその成lを発信する。 

`に、本学会が関連するプラズマ・核融合分野のmnへ向けた発展のためには、oい世代の人材pqと人材育成がrs

であり、それを推し進めるtuのある人材を、世代をvえて育成することに積極的に取り組w。̀ に!xはスyートg'

プ企業や /:;<=>?@参画企業など他分野から核融合研究分野に関わる場合がzえることが{|され、ジュニg会員をhめ

た}学者を~�とした講�会開催を企画し、��の科学��、高�生シンポジウム等に加えて実�する。また、文�科学

�、�学、研究j関等が進めるgウトリー�活動、+,-.ス(ールや/,:0123P際学�への協力、さらに�学�生が中%と

なって企画実�するo��の学�への支援をQRする。���共�参画活動�に関しても、他の学協会とともに積極的に

取り組�でいf。 

 

4. 学会�業��支と会員z加の取り組み 

本学会の運�に関連し、学会�政の��性の�持とともに、�員の��� ¡¢や£人情報¤¥についての¡¢を行

う。会員及び¦§会員のz加、年会等への参加者のz加を図ることに9る�¨z、会議等の©ª的な運�に9る«�¬

や学会誌お9びG文誌«�の�支¡¢を図りながら、学会�政の��性の�持にFめる。新規会員の積極的な®¯、

/:;°2+±²に参加している企業を中%に企業会員のz加に向けた取り組みをW化する。参与・¦§会員³´会等でのu見

交i、情報交iのj会を持µ、学会のj¶や運�を·¸に見直し、産業界からの参加拡�を図ることなどを通じて、学会

の�政基盤W化にFめる。 

 




